ウチナーヤマトグチ
	ハイサイ
	やあ (男性が親しい人に)

	ハイタイ
	やあ (女性が親しい人に)

	チャーガンジュー？
	いつも元気？

	ニフェー デービル
	ありがとうございます

	

	アイ
	あら、やあ、まあ・・・主に、女性が話し始める時に使います。女の子が使うと可愛らしさUP、おばぁが使うと生命力を強く感じる。

「アイ、久しぶり～」「アイ、あんたそこで何してるね～」

	アワティ ハーティ
	あたふた、バタバタしている様子

	アキサミヨー
	あらまー、あらら・・・アキサミヨー　ヤーヨ　デージナトンサヤー
（あらまー、　あんた　大変なことになってるよ）

	アリンクリン
	あれもこれも

	アンマー

アンマヨー
	おかあさん

・・・OH, MY GODの意味に近い。おかあさん＝神的な存在？

	アシバ―
	遊んでばかりいる人、不良、よたっている人

・・・コンビニの前で、眉毛を剃って剃りこみを入れている男の子。 
茶髪に染めて、眉も細くピアスをして下手なメークまでしている女の子。
これらはアシバーです。たいてい中学生で、しかも２年が多い様です。中３の後半にもなってこうだと、高校受験で内申書重視の沖縄では行く高校がなくなってしまうので、ちょっとものを考えられる子達は卒業します。
「公園でヤナアシバーターがでかい花火してたから、気をつけて帰らんと。」 
でも、その背景には、低賃金のため両親の共働きが多く、親の帰りが遅い、そして将来に不安を人一倍抱きながらもそれに対処するノウハウをまだ備えてないこどもたち、そんな社会的背景も考えさせられます。

	イッペー
	いっぱい、たくさん・・・イッペーアチサン（とても暑い）とか

	イミ、イミヨー
	意味がわかんない・・・「意味わかんない！」→「イミ！」「イミヨー！」「イミクジピーマン！」
　　　　　　　　　　 「今日の数学の試験、イミクジピーマンだったってば！」

	ウゥドゥイ
	踊り・・・ウゥドゥイ は、｢をどり｣からきました。｢おどり｣からではありません。古い日本語では、｢わ行｣は｢わ wa、ゐ wi、う wu、ゑ we、を wo｣でした。沖縄語をまなぶと古い日本語がわかります。

	ウチナーンチュ
	沖縄人(おきなわじん)→ウチナーグチ原則参考

	ウリ
	ほら、ほれ・・・ウリ、デージナトン（ほら、大変なことになっているよ）

	カメ―
	食べなさい・・・おばぁがよく使う、おばぁの必殺技。奥義。
　　　　　　　　孫が大勢遊びに来たら、手作りのご馳走を大量に用意したおばぁが待ってましたとばかりに、

「おばぁが作ったんだから、たべなさい！カメ―！」（モグモグ）
「おばぁが持ってきたんだから、たべなさい！カメ―！カメ―！」（モグモグ…うぐっ）
「ウリ、カメ―！カメ―！」正月には孫は、２㌔は太って帰っていく・・・？

	ウーマク―
	やんちゃ、暴れん坊・・・よく、ウーマクーワラバー（子ども）なんて言います。子どもの頃、「クヌ　ウーマクーワラバー！」なんてオバァーにワジラれて（怒られて）いた人に限って大人になってから活躍するなんてこともあるようですよ。

	ウチアタイ
	思い当たって心が痛むこと ・・・先生：「たかしはゲームばかりやってて勉強しないから、簡単な分数の足し算もできないんだぞ！中学３年生でこんなのできないのは、クラスでおまえだけだ」
たかし：「・・・・・。」
横にいたあつ子：「ウ・・・、まずい…。私も…」と心の中でつぶやく。
この、横にいるあつ子はウチアタイしているというわけ。新城和博さんの「ウチアタイの日々」は面白いらしい。

	ガチマヤー
	食いしんぼ・・・ eq \o\ac(○,A)おなかの空いたネコががつがつ餌を食べる　という説

 eq \o\ac(○,B)ガチマイ（がつがつ食べる）に、ERがついた　という説　　　　　根拠はありませんが。

沖縄にはガチマヤーが多い。塾にお菓子を置いておくと、（お菓子発見！）「せんせー、ここにお菓子あるけど…。」
ほっておくと「これ、一つもらっていいね？」
そして最後には「食べようね～」と言って手に持っています。 お菓子の袋は、空に！確かにガチ（がつついた）マヤー（ネコ）も顔負けです。

	グワァー
	○○ちゃん / ○○さん・・・フラー　グワァー（おばかさん、おばかちゃん）

	○○さぁ
	○○だよね / ○○じゃん・・・デージマアーサッサー（とっても美味しいじゃん）

	チバリヨー
	頑張れ、頑張れよー・・・高校野球が始まると、「チバリヨ―、○○高校」なんて横断幕が見られるかも

	チブル
	頭・・・「俺、チブル、足んね～！」

	チュー  ウゥガナビラ
	こんにちは

	チュラサン
	きれい・・・チュラ カーギー：美人、きれいな人、清い影
　　　　　　沖縄は、パッチリ二重でニコニコ笑顔の、チュラカーギーがたくさん？

	ダァ
	どれ？、どれどれ？・・・会話で示す物を見るときにつかう。
ダァー　ミセテミー（どれ、みせてごらん）

	だからよー

だからさぁ
	・・・「だからよー」って言われたら、それ以上追求しないこと。こんな約束が沖縄にはあるのかと思うくらい便利な言葉です。
「や～、あんた働かんと、なにしてるか！？」「だからよー。」

　　   「あなた、彼と別れたんだって？なんで？」 「だからさぁ。」

	ディキヤー
	できる人

	テーゲー
	適当・・・良く沖縄では「皆テーゲーに済ませている」とか言われますが、悪い意味の適当、と言う事でなく、本来は相手のことを思いやって、「大変だからもうそのくらいで良いよ！」と言う意味合いもあるとか。でも、最近＝適当！みたいにとられたり使われたりしているような気がします。

	デージ
	いっぱい、とても、たくさん・・・デージナトン（大変なことになっている）

	ドゥンドゥン
	ドキドキ・・・チムドゥンドゥン（胸/心臓がドキドキする）

	ニフェー デービル
	ありがとう ございます。・・・御拝+でございます

｢（あなた様を）拝むんでございます｣→｢ありがとうございます｣となったのでしょう。

	ニーブイ
	眠い様子・・・社会の授業が始まって、２０分も経過すると、多くの学生がニーブイ？
　　　　　　  開始５分で居眠りするのは、ニーブヤーさぁ。

	ヌチ ドゥ タカラ
	命こそ宝・・・｢命こそ宝｣は、沖縄の反戦平和運動の標語でもありました。
              前回の沖縄基地での学習、人の命は、幼児も老人も、男も女も、すべてかけがえのない大切なもの。

	ヌルントゥルン
	とろとろまどろむ様子・・・そしてニーブヤーへ！？

	ハバ
	かっこいい・・・「あのにぃにぃ、デージ　ハバ―！」　でも最近は、この流行語も廃れつつある。

	ピリンパラン
	ぺちゃくちゃ

	フラー
	ばか・・・「ねぇ、アケミ。二分の一 ＋ 三分の一 は、いくつね？」
「え～～～と、五分の二～～～違う、ケイコ？」
「アキサミヨー！よく中三になれたよねぇー。」
「うん、年とったもん！（*＾∀＾*）」
「・・・（アケミ　フラー）・・・苦笑」

	フユ―
	不精、無精、怠ける・・・「せんせー、今日、学校行く途中でめんどくさくなって、サボっちゃったさぁ」
こんな人はフユ―と言われるさぁ

	ポッテカスー
	まぬけ、アホ・・・けして誉められている言葉ではありませんが、フラー、なんて言われるよりは、救われます。
　　　　　　　　　　「ねぇ、アケミ。二分の一 ＋ 三分の一 は、いくつね？」

「え～～～と、五分の二～～～違う、ケイコ？」

「・・・アケミ、ポッテカス～　笑」

	マーサン
	うまい、旨い

	○○ヤッシー
	○○でしょ？/ ○○じゃん・・・イイヤッシー（いいでしょ）

	○○ヤッサー
	(強い断定)○○じゃん / ○○だ・・・アヌイナグーヤーデジチュラカーギーヤッサー（あの子、結構美人じゃん）

	ヤッサン
	安い

	ヤサ！
	うん！・・・言葉のはじめや終わりににつけて使います。

	ワジワジ
	いらいら

	ワン
	私、僕・・・「ワンのねぇねぇ、デージヤッケ～ヤッサ～！夜遊びして１時頃うちに帰ってきて、何でご飯の用意してないんだって、ワンにワジルんだから。ヤーの召使じゃない！って言ったらケンカになったんで、宿題やる暇がなかった…。 スイマセン…」　　

　　　　ある生徒の良い訳です

	ンジ
	はい、どうねー・どうしたー・早く！っていう雰囲気の言葉 
・・・「ンジ！何で黙ってるねー。」「何とか返事しろよー。」沖縄では、しりとりは「ん」では終わりません。 
たとえば、ンムクジテンプラー（芋でんぷん天ぷら）なんて、スーパーで売ってたりするんですから。
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